





ty  of  knowledge.  Basically,  -ci(yo)  in  declaratives  expresses 
“knowledge(the  information which  the  speakers have known al-
ready)”, which  is classified  into the two types “certain knowledge” 
and  “uncertain knowledge”. The  two  types of  -ci(yo)  in  “yes-no 
questions”  is  extended  from “certain knowledge” and  “uncertain 
knowledge” in declaratives. -ci(yo) in wh-questions is extended from 













































































⑼　 이미 알고 있었는데, 순이　예쁘{지/＊네/＊군}요.（신선경2001：71一
部改変）
　　（前から知っていたけれど，スニ，きれいです。）
















































⒀　 “장래에  배우자로  당신을  무서워하는  사람이  좋은가요, 당신을  무
시하는  사람이  좋은가요.”（将来，配偶者としてあなたを怖がる人が
良いですか，それともあなたを無視する人が良いですか。）［황만근］

























































⒆　＊수지씨는  사학과를  다니죠, 아니면  사회학과를  다니죠?
　　 （スジさんは史学科に通っていますよね，それとも社会学科に通って
いますよね?）














　　“봐, 내 말대로  돈  여기  있지?
　　（ほら，私の言った通り，お金，ここにあるだろう?）
　（相手から，ビザの期限について，数か月前に聞いて）




































　　철수  씨, 민수  씨가  왜  여기  있{죠/습니까/어요}?
　　（チョルスさん，ミンスさんがなぜここにいますか?）
　（チョルスと一緒に部屋に入ったら，寝ているミンスがいる。）































































































































































　　A：저녁  모임에  쓸  과자랑  음료수는  어떻게  할까요?
　　　　（夜の懇親会で使うお菓子と飲み物はどうしましょうか?）




































































































































신선경（2001）「‘-군（요）’ 와  ‘-네（요）’ 의 쓰임에 대한 연구-서술 시점의 차이를 중
심으로-」『형태론』3-1，pp.69-84.박이정.
윤석민（2000）『현대국어의 문장종결법 연구』집문당.
이익섭･채완（2000）『국어문법론강의再版』學研社.
이익섭（2005）『한국의 탐구33 한국어 문법』서울대학교출판부.
이현희（1982）「국어 종결 어미 발달에 관한 관견」『국어학』11，pp.143-164.
장경희（1985）『現代國語의 様態範疇研究』塔出版社.
63現代韓国語の終結語尾-ci（yo）［-지（요）］の多義性
장석진（1973）「話의 生成的 硏究」『語學硏究』9-2（別卷），pp.1-149.
정유남（2009）「반말체 종결어미 {-지}와 {-어}의 서법성 연구」『국어의 시제, 상, 서법』
홍종선외，박문사，pp.183-250.
한길（2004）『현대 우리말의 마침씨끝 연구』역락.
한길（2005）『현대 우리말의 반어법 연구』역락.
한길（2006）『현대 우리말의 형태론』역락.
安達太郎（1999）『日本語の疑問文における判断の諸相』くろしお出版.
安達太郎（2002）「第1章　意志･勧誘のモダリティ」『モダリティ』宮崎和人他，くろし
お出版，pp.18-41.
安達太郎（2002a）「第2章　命令･依頼のモダリティ」『モダリティ』宮崎和人他，くろ
しお出版，pp.42-77.
安達太郎（2002b）「第5章　質問と疑い」『モダリティ』宮崎和人他，くろしお出版，
pp.174-202.
大江孝男（1958）「On the Indicative Ending  in Modern Korean」『言語研究』（日本
言語学会）34，pp.1-40.
工藤浩（2000）「第3章　副詞と文の陳述的なタイプ」『モダリティ』森山卓郎他，岩波
書店　pp.161-234.
仁田義雄（1991）『日本語のモダリティと人称』ひつじ書房.
仁田義雄（2000）「第2章　認識のモダリティとその周辺」『モダリティ』森山卓郎他，
岩波書店，pp.79-159.
益岡隆志（1991）『モダリティの文法』くろしお出版.
宮崎和人（2002） 「第６章　確認要求」『モダリティ』宮崎和人他，くろしお出版，
pp.203-227.
宮崎和人･安達太郎･野田春美･高梨信乃（2002）『モダリティ』くろしお出版.
宮崎和人（2005）『現代日本語の疑問表現』ひつじ書房.
森山卓郎（2000）「第1章　基本叙法と選択関係としてのモダリティ」『モダリティ』 森
山卓郎他，岩波書店，pp.1-78.
森山卓郎･仁田義雄･工藤浩（2000）『日本語の文法３　モダリティ』岩波書店.
例文出典と略号‑
『2007年度21世紀世宗計画最終成果コーパス』
미란［미란］，마법성의 수호자，나의 끼끗한 들깨［들깨］，경마장에서 생긴 일［경마］，
로암미들의 겨울［겨울］，황만근 이렇게 말했다［황만근］，식물들의 사생활［사생활］，
나비, 봄을 만나다［나비］，마지막 연애의 상상［상상］，너를 보면 살고 싶다［너를］，
사랑은 사슴처럼［사슴］，전우치는 살아있다［전우치］，춤에 부치는 노래［노래］
